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多職種間の情報共有でご利用者満足と社員満足の両立を実現
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介護事業所の価値というのはその事業所に関わる介護職

員のレベルで決まると私は考えています。全員が一つの集

団として、共通の価値観を持って切磋琢磨し、どのように利

用者の方々と接するべきか、どのように地域と関わっていく

かを常に考えることで、多くの方々に喜んでいただける事業

所になれるのだと思います。

来夢グループの事業所は、「利用者のみなさんの自己表

現をいかにお手伝いできるか」ということが「介護職員の自

己表現」であると考えています。そして、ご利用者の満足度

と職員の満足度の両立を図るために、ＩＴ経営の実践に取り

組んでいきたいと思っています。

■ＩＴ導入の背景と目的

当社は平成１８年に設立、業界でも後参組であるため、すでに参入している企業と比べてサービス水準の高さで

勝負していく必要があった。

特に訪問介護においてはケアマネージャーからの信頼を獲得することが、利用者数を増やす要因であり、ヘル

パー始めスタッフ一人ひとりの仕事の仕方を改善していく必要があった。

また訪問介護・通所介護で他社との競争に打ち勝っていくとともに、当社においても新たな成長機会を開発して

いく必要があり、今後の成長がおおいに見込まれる「サービス付き高齢者向け住宅」に参入した。

県内でいち早く建設に着手したものの、後に続く参入者との優位性を図るため、施設内で提供されるサービスに

おいても差別化していく必要があった。

■ＩＴ化の概要

①①①① 訪問介護訪問介護訪問介護訪問介護サービスサービスサービスサービスにおけるにおけるにおけるにおけるシフトシフトシフトシフト管理作業管理作業管理作業管理作業ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ化化化化

従来手書きで行なっていたシフト管理のＩＴ化に取り組むことで、シフト表が日々更新可能となり、毎日のシフトが

メール配信されることで、ヘルパーへの依頼や変更が確実に伝わるようになった。また介護完了報告も徹底さ

れるようになり、日々のオペレーションの水準が向上し、人員配置管理も可能となった。

� シフト管理のＩＴ化により人員配置管理を実現

� 多職種間の情報共有を行い、利用者の満足度を向上

� 理念教育と実施・評価のＩＴ化により、全社の価値観を確立
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②②②② サービスサービスサービスサービス付付付付きききき高齢者向高齢者向高齢者向高齢者向けけけけ住宅住宅住宅住宅におけるにおけるにおけるにおける他職種間他職種間他職種間他職種間のののの情報共有情報共有情報共有情報共有のののの実現実現実現実現

サービス付き高齢者住宅の運営において、ご利用者・

ご家族の満足度の高い住宅経営を確立するために、

「医師」「薬剤師」「ケアマネージャー」等、多職種間の

情報共有システムの開発に取り組んだ。一人のご利

用者をあらゆる職種の人達が見守り、サービス提供の

実施状況が共有されたことで、ご利用者の満足度が

向上し、スタッフの業務効率化も図れた。また今はこの

システムが入所を検討いただく際の当社の売りとなって

いる。

③③③③ 経営理念教育経営理念教育経営理念教育経営理念教育のののの実施実施実施実施とととと浸透浸透浸透浸透・・・・共有共有共有共有

ＩＴ活用の成果を生み出すには、経営理念と人財のマイ

ンドの高まりが重要との考えから、スタッフのやりがい

を柱においた経営理念を策定した。当社のスタッフだけ

でなく、ケアマネージャーなど関係者にも公開し理解を

促すとともに、社内末端まで理解浸透することを目的に

定期に理念研修を実施している。また理念を行動規範

に落とし込んだ「クレド」を製作、毎朝読み合わせすると

ともに毎月末に自己評価を行い、その情報はシステム

として社内に開示し、全員が共有できるようにした。

■ＩＴ導入の効果

� 訪問介護事業訪問介護事業訪問介護事業訪問介護事業

「らいむ森本」では、月間平均売上高でIT化の取り組み

前である平成２１年度は4,499千円であったが、平成23

年度は6,350千円へと増収が実現した。

なお今期平成24年度は5,121千円に減少しているが、この要因は平成24年4月の法改定に伴うものであり、利用

者数は平成23年度と変わっていない。

� サービスサービスサービスサービス付付付付きききき高齢者向高齢者向高齢者向高齢者向けけけけ住宅事業住宅事業住宅事業住宅事業

「リハ・ハウス来夢」を平成24年１月に開所、見学者に多職種情報システムなどサービスの質の高さを訴求し、入

居を促進したことで開所３カ月後の平成24年2月には全室満室(１９戸)となり、現在は予約待ちの状態となってい

る。売上高においても平成24年1月は1,005千円であったが、平成24年3月以降は月間平均売上高2,200千円を

キープしている。

� 通所介護事業通所介護事業通所介護事業通所介護事業

平成22年度は月間平均売上高1,449千円であったが、平成23年度には3,454千円に増収が実現。また平成24年

度はサービス付高齢者向け住宅「リハ・ハウス来夢」に併設した通所介護事業所においても、ケアマネージャー

の紹介を通じて外部利用者を獲得し、両所合わせた通所介護事業全体で、月間平均売上高が10,000千円まで

増加している。

アナログ的な介護現場において、経営者自らがリードしてITの必要性をスタッフに訴求しながら導入を推進されま
した。理念経営とＩＴ経営が融合された好事例だと思います。
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